
本店全景



信金中央金庫は、令和2年6月1日をもちまして創立70周年を迎えることができました。

これもひとえに、会員信用金庫をはじめとした関係各位の永年にわたるご支援ご協力と、

先輩各位のご努力の賜と心から感謝申し上げる次第でございます。

信金中金は、戦後まもない昭和25年に中小企業等協同組合法に基づき「全国信用協同組

合連合会」として設立され、翌26年に信用金庫法が公布・施行されたことに伴い、「全国

信用金庫連合会」へと組織を変更いたしました。そして、平成12年10月には「信金中央金庫」

へと名称を変更するとともに、同年12月に、東京証券取引所に優先出資を上場し、現在で

は、約40兆円の資金をグローバルに運用する金融機関へと成長いたしました。

信金中金70年の歴史のなかで、この10年間は、経営環境がめまぐるしく変化した激動

の時代であったといえます。甚大な被害をもたらした東日本大震災や熊本地震、全国各地

で発生した水害など数多くの自然災害を経験しました。また、日本銀行によるマイナス金

利政策の導入は、金融機関経営に大きな影響を及ぼしています。

信金中金では、こうした困難をグループ会社一体となって、全国の信用金庫とともに乗

り越えてきました。そして、各種課題に対し中長期的な時間軸をもって取り組むことが重

要であるとの認識のもと、平成22年度から3か年の中期経営計画「SCB中期アクション・

プログラム」を計3回策定し、信用金庫の地域金融・中小企業金融にかかる課題解決を支

援する態勢を強化するとともに、財務基盤の再構築につとめてまいりました。

しかしながら、足元の情勢に目を向けますと、少子高齢化や人口減少、中小企業数の減

少等に伴う地域経済の疲弊といった根源的な問題に加え、新型コロナウイルス感染症によ

る経済活動への影響が広がるなど、信用金庫業界を取り巻く環境は一層厳しさを増してい

ます。また、デジタライゼーションが急速に進展するなか、金融機関においては、自らの

ビジネスモデルを変革していくことが求められています。

私ども信金中金は、信用金庫とこれまで以上に強く連携し、「ひとつの金融グループ」

として信用金庫業界の競争力を高めることで、信用金庫とともに、この厳しい時代を乗り

越え、次の10年、20年を明るいものにしていきたいと考えております。

ごあいさつ



令和元年度から開始した新たな中期経営計画「SCBストラテジー2019」では、「信用金

庫とともに、各々が強みとする分野への経営資源の適正配分を実現することで、ひとつの

金融グループとして、より一体的な業務運営態勢を構築し、業界の競争力を高め、信用金

庫が地域において最も信頼される金融機関となること」を中長期的に「目指す姿」として

定めました。この「目指す姿」の実現に向け、信金中金グループ一体となって、各種施策

に取り組んでまいります。

私が大切にしている言葉に「不易流行」があります。信用金庫の「相互扶助」という基本

理念や、「地域のために」という思い、また、そうした信用金庫とともに地域経済・社会

の発展につとめるという信金中金の使命は不変ですが、一方変えるべきところは、大胆か

つチャレンジングに変えていく必要があります。

私ども役職員一同は、創立70周年を機に、「信金中央金庫七十年史」を編纂し、理念や

思いといった本質的なものを再確認するとともに、時代の要請に応じた取組みを振り返り、

これからの信金中金の役割発揮にいかしていくことで、信用金庫業界の発展、ひいてはわ

が国経済社会の繁栄に貢献してまいる所存でございますので、皆様方のより一層のご支援

を賜わりますようお願い申し上げます。
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